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本特集号「特異な位相・偏光分布をもつ光」の巻頭言の執筆を依頼されたときの気

持ちは，嬉しさ3割，悲しさ2割，そして残りの5割は戸惑いでした．このようなお

役目は身に余る光栄であり本当に嬉しいわけですが，一方，私もそんな歳になったの

かという悲しさもあります．そして，「私はこの分野の研究に何の貢献もしていない

のに…」という本質的な疑問に瞬時に行き着きます．

もちろんこの分野と全く関係がなかったわけではなく，ラゲール・ガウス（LG）

ビームで原子を捕獲したという仕事があります．もう10年も前になるでしょうか．

当時はボース・アインシュタイン（BE）凝縮が中性原子系で初めて実現した直後で，

大フィーバーの渦中にありました．私たちもBE凝縮絡みで結構な予算をいただいて

いましたが，研究者の意地とでもいうのでしょうか，米国と同じ手法でBE凝縮を実

現させることにはいささか抵抗がありました．そこで，光だけを使ってBE凝縮させ

ようと意図し，「光と相互作用しない場所」に原子を捕獲する役割をLGビームに求

めたのです．

結果は，半分成功，半分失敗でした．原子捕獲には成功しましたが，捕獲時間が

BE凝縮のためには少し短すぎたのです．でも新しいレーザーを導入しLGビームの

波長を大きく変えるなど，

です．

置を大幅に変更すれば，まだまだLGビームで実験

するべきことはありました．ただ，金・人・時間の有形無形の制約があり，研究者の

プライドはとりあえず棚上げすることにしました．

結局，米国方式を使ってBE凝縮に成功し，お蔭様で「有名」にもなり一気に忙し

くなりました．そしてそれ以来，LGビームとのつながりは断ち切られたままです．

ですので，巻頭言を書くような立場にはないのですが，依頼を受けるかどうか考えて

いたとき，約20年前の助手時代に学生と議論したある話題を思い出しました．それ

は，「四重極子輻射のような高次の輻射で角運動量保存はどうなっているのか」とい

うもの

っかく

学生とペーペーの助手の議論ですから話は発散気味でしたが，最後は

「輻射場の形でつじつまをあわせる」というところに落ち着きました．今にして思え

ば，それが「特異な位相・偏光分布をもつ光」との最初の出会いだったのでしょう．

今回，この奇妙な縁から巻頭言を書かせていただきましたが，せ

光分布

ですから私

も初心に返ろうと思います．現在，私は共振器量子電気力学に大きな興味をもって実

験を進めていますが，その研究に「特異な位相・偏

を網羅

をもつ光」の利用を考えて

みたいと思います．本特集号で最新の情報 に幸

運

的に手に入れられるのは，本当

す．で
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